
船舶インシデント調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

 
*1 「船外機取り付け部」マリン製品、ヤマハ発動機株式会社、 

 https://www.yamaha-motor.co.jp/marine/life/maintenance/check/boat_mounting_a.html 

インシデント種類 運航不能（船外機脱落） 

発生日時 令和６年６月９日 ０６時３０分頃 

発生場所 千葉県銚子
ちょうし

市外
と

川
がわ

漁港南南東方沖 

外川港東防波堤灯台から真方位１６７°１.１海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３５°４０.６′ 東経１４０°５１.３′） 

インシデントの概要 プレジャーボート マックスは、航行中、船外機が脱落して運航不

能となった。 

インシデント調査の経過 令和６年７月２５日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート マックス、５トン未満（長さ６.５８ｍ） 

２５２－９１４０千葉、個人所有 

ガソリン機関、船外機、４サイクル、出力８４.６kＷ、回転数毎分

６,０００、４気筒、ボア７９.０mm、使用燃料ガソリン、機関製造

年月日不詳、昭和５５年１０月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 南東、波高 約０.５ｍ、うねり 波向東、波高約１.０

ｍ 

 インシデントの経過 (1) 本インシデント発生までの経過 

   本船は、船長が１人で乗り組み、知人３人を乗せ、外川漁港南

南東方沖を航行中、船外機が脱落した。 

   船長は、０６時４０分頃、１１８番通報を行って、銚子市犬吠

埼沖で本船が航行不能となった旨を伝え、救助を要請した。 

   船長及び同乗者３人は、０７時４０分頃付近を航行していたプ

レジャーボート２隻に救助された。 

   本船は、巡視艇が到着した際、船首部が海面に出た状態で沈ん

でいるのが確認され、その後、沈没した。 

   船外機が本船から脱落した要因は、不明であった。 

(2) 船外機の取付け 

  ① 船外機製造会社*1のウェブサイトによれば、船外機の取付部に

関する注意事項は、次のとおりである。 

   ａ 取付ボルトやブラケット（支持金物等）に緩みや腐蝕がな



 
*2 「ＦＲＰ廃船の再利用方法等を開発～放置ＦＲＰ船対策の決め手に－」、現国立研究開発法人海上・港湾・航空技

術研究所海上技術安全研究所 講演 第４回）講演②、 

https://www.nmri.go.jp/service/repository_data/PNM2C040002-00.pdf 

いか点検します。 

   ｂ 取り付け部の点検を怠るとドライブの脱落や浸水の原因と

なります。 

  （図１ 参照） 
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図１ 船外機の取付け（ヤマハ発動機株式会社 Web サイトから掲載） 

 

(3) 船体の状況 

  ① 文献*2によれば、次のとおり記載されている。 

    ＦＲＰ船の耐用年数は３０～５０年と考えられている。 

  ② 本船は、本インシデント発生時、船齢が約４６年であり、ま

た、メンテナンスの状況が不明であった。 

  ③ 一般的にＦＲＰが劣化する要因には、塩害、紫外線、湿度等

がある。 

分析 (1) 船外機は、船体の船尾に取り付けた際、取付ボルトやブラケッ

トに緩み及び腐食、取付部にあるゴムの劣化、船体構造物の劣化

等が要因で取付不良となって脱落する可能性がある。 

(2) 本船は、船齢が約４６年であり、ＦＲＰ船の耐用年数を踏まえ

ると、本事故当時、船体が老朽化して脆
ぜい

弱化していた可能性があ

ると考えられる。 

(3) 本船は、(1)及び(2)のような状態があったことから、船尾のト

ランサムに取り付けられた船外機が脱落したものと考えられる

が、船長から協力が得られず、また、同機取付部に関する明確な

物的情報が得られず、同機が脱落に至った状況を明らかにするこ

とはできなかった。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、船外機が脱落したことによ

り、運航不能となったものと考えられる。 
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原因  本インシデントは、本船が、船体の老朽化が進んでいたため、航行

中、船外機が脱落したことにより発生した可能性があると考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、日頃から船外機の取付部を点検し、船尾のト

ランサム、ブラケット、取付ボルト、クランプ等の状態を確認

し、必要な修繕等を行うこと。 


